





























































































































































































４）人権のための教育（education for human right）
　豊かな人権文化を築く力と資質を備えた主体を育てることであり、知識・
技能・態度の育成が求められている。知識とは批判的思考・分析力、技能と
はコミュニケーション力・プレゼンテーション力・議論する力、態度とは対
等の関係で関わる態度、社会に関与する態度などである。
　この図の人権教育の４側面は、学校
教育における諸要素が原点にあると考
える。教育の機会の保障とその支援、
学校教育活動のあらゆる場面における
人権が尊重された状態、教育における
人権尊重についての知識・態度の育成、
そして人権文化を創り出していく資質・能力の育成を示しており、憲法及び
教育基本法で示されている学校教育の諸活動の重要事項を示している。
　当然、初等・中等教育だけでなく高等教育、生涯教育においても重要な視
点であることは言うまでもない。当然、学生が自立・自律していくためにも、
大学における人権尊重の環境の整備とあらゆる教育活動において人権教育の
確立が求められる。
４．学習における学生のアイデンティティの確立と進路
　どの学校段階においても、進路は教育の総和である。当然、進路指導の取
組の内容の充実が求められることは当然のことであるが、日々の90分の授業
の中の自尊感情の育成が極めて重要であり、それらの積み重ねが彼らの自立・
進路展望につながっていく。個人としてどう学び、他者とどう意見を出し合
い、自己の考えを表現し、互いにリスペクトし合う関係が創れたかが問われ
ていると考える。
　しかしながら、現状、学生同士の関係は想像以上に希薄であった。40人中
では数名が知り合いという状況であった。彼らは一人ひとりがバラバラのよ
うに思えた。そのため当初からグループ化を図った。それは教職をめざす学
生同士の学習集団を形成するためでもあり、その後の学習形態にも関係して
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いる。集団の中で、自らの考えを表現し、アサーティブに討論・対話ができ
るスキルと態度を養うことが、いずれ進路を開拓していく上で必要なコンピ
テンシーとなるからである。15コマであるが、15回の学習の機会を活用し、
学習リテラシーを獲得し、他者と互いに高め合う議論と「納得解」を導き出
すことの積み重ねが、自尊感情のはぐくみと他者を尊重（Respect）し合え
る力と態度の育成につながると考える。そのことが、社会に存在する人権問
題と向き合える人権感覚を身に付ける一歩であると考える。
　そのため、春・秋の学期を通じて、「思考の４つの部屋」（思考・議論・編
集・表現=Consider・Discussion・Editing・Presentation=CDEP）に取り組み、
学生の思考と表現力の育成と自尊感情・他者尊重の態度の育成に取り組んで
きた。
〇具体的な取組例「開発的な生徒指導」
　この授業は11/15講め、
その内容は、学級担任とし
ての生徒指導であり、学
校・学年目標に基づいた学
級づくりの具現化のため
の考え方を策定するもの
である。学生にとっても、
自己のこれまでの様々な
経験や人間性を問われる
ものである。
　考える資料としては、公立中学校・公立高校のHPから重点目標を提示し
分析した。
　学生たちは、両校に共通した「人権尊重」「他者尊重」等のK-Wordに心を
揺さぶられていた。特に「Respect」という表現が使われていることに心を
魅かれ、それを具体的に生徒の価値観や言動につなぐには、どのような学習
プログラムが必要かを議論していた。
　他者の前で自己主張が苦手な学生のいるグループ討議を注視していると、
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議論の中心に「リスペクト」が置かれていて、互いの意見に関係して自己主
張をしようとしていてアサーティブな関係が成立していた。学生同士が自然
にグループエンカウンターやピアサポートをしつつ学習を進めていた。これ
が授業のもう一つの目標でもあった。
　図表４は、ある学生の思考の過程を示したものであり、思考・討議・編集・
表現が整理されている。この学生は生徒指導論の授業の冷静なムードメー
カーであり、グループワークでは熱心に議論を進め自分の考えを全力で表現
しようとしてきた。
　この授業後、この学生が「先生、私、教師に向いている？」と話しかけて
きた。私は「中学校の生徒はあなたのような先生を待っているよ。」と応えた。
彼女は他職に就いてからいずれは教師にと考えていたらしいが、揺れていた。
　ある学生は「先生、教育実習の面談と就職説明会がバッティングしている
のですが、悩んでいます。」と質問してきた。本当に悩んでいるようであっ
たけれど、「その日をはずすかどうか。自分のこれまでの取組と努力を振り
返ればいい。」と返した。
　この講義の学生たちは公欠以外で欠席する者はいない。おそらく学習集団
が成立しており、ともに切磋琢磨して言語活動に取り組むことに自分らしさ
を表現できる場所であると自覚していると思う。自己存在感・自己有用感そ
して達成感を感得していると考えている。実は指導者の私も自己有用感を育
てられてきたと感じている。
　このような学習過程を積み重ね、その一つひとつが進路決定に近づき、ア
イデンティティの確立と社会的自律につながることを期待してやまない。
６．おわりに
　今、求められるPISA型学力（OECD学力調査の学力観）、それは、日常生活・
社会生活で出会う諸問題、考察に必要な事実・情報・データの収集、それら
を多面的・批判的に考察し、その結果を論理的に整理し、分かりやすく効果
的に他者に伝え対話できる力である。当然、根拠をもって自分の判断を行う
ことができるかが問われている。
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　先に述べた人権教育４つの側面＋PISA型学力の育成=TQE（Total
QualityEducation）と平沢氏は説いている。企業にTQC（TotalQuality
Control）という用語があるが、この教えにより獲得する学力は、人権教育
だけでなく、社会生活における生涯教育における重要事項でもある。
　人権教育、市民性教育、グローバル教育、道徳教育と様々な教育がある。
すべて人間の尊厳と社会的自律をめざしたものである。それぞれ別々の概念
だが、互いに重なり合ったり、補完し合うことがあるのではないかと考える
ことが多い。めざすところ、これらの教育を受ける児童生徒、学生、社会人
にとって、よりよい人間関係づくりやそのための個人の意識や権利を尊重す
ることとなるからである。
　学生は「人権尊重」の感覚に飢えている。「それはないだろう。」「それは
間違っている。」などの表現をよく聴く。彼らの中には、社会生活、人間関
係づくりのためのスキルを身に付けようとする意識が高く、その具体的な場
面や実践的プログラムでの活動が乏しいだけである。人権教育は対話から始
まり、その対話のスキルを身に付けるとともに個別人権課題についての知識
を獲得しそれに対峙することを求められる。そして、他者を信頼しRespect
しあい、自ら社会的に自律していくことをめざしている。
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